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子供が料理など家庭の仕事に興味を持つ時期がある。
…子供が手伝ってくれると、かえって時間がかかる。
忙しいと教えてやるゆとりもなくなってしまう。
…だが、この過程こそがきわめて大事なのである。
大きくなってから、手伝いなさいといわれてやるよりも、
本人も自然に家事に親しめる。
だいたいこの時期に邪魔扱いされれば、
将来もあまり家事には関心を示さないことが多い。

子供が親や世間から遮へいされた空間を持つのは問題である。
…親や世間から一切知られない空間では、
何をやっても許されてしまうような錯覚が起こる。
欲望がむき出しになるのだ。
…子供が使って、子供が管理しても、
当然親や、他の家族も入る権利があるということを、
経験的に知らせておかなければいけない。

過保護とは、子供に甘い物を与え、
その時は喜ばれるものの、結果的には虫歯にして、
子供に苦痛を与えるようなものである。

　斉藤　茂太　著

「10 代の子供のしつけ方 ― キレる子をつくらないために」より

ＰＨＰ研究所（1998 年）　

人間の子供にも、独立させるには、暑いとか、寒いとか、
空腹とか、そういったなんらかの“不足”状態が必要である。
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